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平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
、

７５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
高
齢
者

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
制
度
は
国
が
全
国
一
律

に
定
め
た
も
の
で
す
が
、
今
回

は
制
度
の
見
直
し
を
含
め
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。�

�

①
平
成
２０
年
４
月
か
ら
新
た
に

施
行
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
お
け
る
７５
歳
以
上

の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
平
成
２０
年
４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
は

無
料
と
な
り
、
平
成
２０
年
１０

月
か
ら
２１
年
３
月
ま
で
の
６

か
月
間
は
、
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

【
対
象
者
】�

７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
６５
歳
）
以
上
の
方
で
、

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
た
は

７５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
に
被

用
者
保
険
（
※
国
保
は
除
く
）

の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る

方�
※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方

に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
２

年
間
、
均
等
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
措
置
は
そ
れ
に

加
え
て
行
う
も
の
で
す
。�

②
新
し
い
制
度
で
は
、
一
人
一

枚
の
保
険
証
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
病
院
を
受

診
す
る
際
に
は
、
必
ず
保
険

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
証
は
お
住
ま
い

の
市
町
か
ら
個
別
に
郵
送
し

ま
す
。�

③
新
し
い
制
度
で
は
、
高
齢
者

の
方
々
に
も
公
平
に
保
険
料

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
広
域
連
合
に
お

い
て
県
内
均
一
の
保
険
料
率

を
決
定
し
、
保
険
料
は
被
保

険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、

そ
の
方
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
く
部
分
（
所
得
割

額
）
と
被
保
険
者
の
皆
様
に

等
し
く
ご
負
担
い
た
だ
く
部

分
（
均
等
割
額
）
と
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。�

④
低
所
得
者
世
帯
に
属
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ

て
均
等
割
額
を
軽
減
（
７
割
・

５
割
・
２
割
）
し
、
ま
た
保

険
料
は
ど
ん
な
に
所
得
の
高

い
方
で
も
年
額
５０
万
円
が
上

限
と
な
り
ま
す
。�

⑤
年
間
１８
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金

か
ら
保
険
料
を
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が

年
金
額
の
半
分
を
超
え
る
場

合
に
は
、
天
引
き
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
か
ら
天

引
き
し
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。�
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　児童手当を受けている方は、その年度の毎年
６月中に「児童手当現況届」を提出しなければ
なりません。 この届は、児童手当を引き続き受
ける要件があるかどうかを確認するためのもの
です。�
  この届の提出がないと、６月分以降の手当が
受けられなくなりますので、ご注意ください。�
  また、所得制限により現在児童手当を受給し
ていない方も、平成１８年中の収入が著しく減少
した場合や、扶養親族数が増えた場合などで受
給できるようになることがあります。くわしく
は社会福祉課までお問い合せください。�
※公務員の方は勤務先で手続きをしてください。�
�
○手当の支給対象�
児童手当等は、１２歳到達後最初の３月３１日ま
での児童を養育している方に支給されます。�

○支給額　�
　３歳未満　一律１０,０００円�
　３歳以上　第１子・第２子　月額５,０００円�
　第３子以降　月額　１０,０００円�
○支払時期　　�
　原則として、毎年２月・６月・１０月�
○所得制限限度額　　�
所得が一定額以上の場合には所
得制限により児童手当は支給さ
れません。くわしくは社会福祉
課までお問い合せください。�

�
問い合せ先　社会福祉課　　９６４－４４０６�

「児童手当現況届」の提出は�
　　　　もうお済みですか�

�
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●東温市で執行した入札結果は次のとおりです。�
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大
地
震
の
発
生
や
大
規
模
な

台
風
災
害
な
ど
が
予
想
さ
れ
る

中
、
東
温
市
に
お
い
て
は
災
害

時
に
高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難

や
救
助
を
手
助
け
す
る
た
め
の

プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

　
近
年
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

被
災
地
で
活
動
を
行
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
災
害
時
に
は
、
行
政
で
十

分
な
対
応
が
で
き
ず
、
個
人
レ

ベ
ル
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
東
温

市
で
は
、
将
来
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
組
織
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

結
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
愛

媛
大
学
医
学
部
、
東
温
市
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
働
し
て

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
年

間
３
回
の
研
修
会
を
計
画
し
ま

し
た
。�

　
研
修
内
容
は
、
①
医
療
現
場

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す
る

た
め
の
基
礎
知
識
や
技
術
、
②

災
害
時
に
一
人
ひ
と
り
が
力
を

合
わ
せ
支
援
し
あ
う
た
め
の
内

容
な
ど
で
す
。
研
修
講
師
は
、

日
頃
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病

院
内
で
働
い
て
い
る
医
師
や
看

護
師
が
担
当
し
ま
す
。�

　
こ
の
研
修
は
、
災
害
時
だ
け

で
な
く
全
て
の
家
庭
や
介
護
現

場
で
役
立
つ
内
容
で
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�■申込先・問い合せ�

　社会福祉課　  ９６４－４４０６�
※参加申込、締め切りは、1月18日（金）です。�

研修内容�

工事（業務）概要�

南方�
�

南方�
�

田窪�
�

田窪�
樋口�
�

東温市�
�

牛渕�
志津川�
�

南方�
�

南方�
�

樋口�
�

滑川�
�

北方�
�

志津川�
田窪�
�

北方�
�

則之内�
�

北方�
�

田窪�
�

田窪�
�

山之内�
�

山之内�
�

北方�
�

北方�
�

田窪�
�

南方�
�

丹下建設㈱�

㈱富久�

㈱日創設計�

㈱日創設計�

㈱エスディー�
企画設計�
㈱菱和設計�
コンサルタント�

㈱鳳建築設計事務所�

日進建設㈱�

㈲佐伯工業�

㈲吉川建設�

㈱伊予建築サービス�

恒和設備工業㈱�

丹下建設㈱�

㈱正和企画�

㈱ケイ・アール�
総合企画�

森貞建設㈱�

㈱渡部土建�

㈲竹田建設�

㈲杉原工業�

㈱大建設計工務�

新企画設計㈱�

㈱親和技術�
コンサルタント�

㈲ヤマト商事�

10,416,000円�

6,373,500円�

651,000円�

2,734,500円�

2,152,500円�

14,385,000円�

2,730,000円�

4,147,500円�

1,449,000円�

5,460,000円�

5,670,000円�

59,220,000円�

3,885,000円�

29,242,500円�

35,490,000円�

11,718,000円�

4,777,500円�

4,357,500円�

1,354,500円�

2,191,000円�

3,644,500円�

4,567,500円�

1,038,870円�

下沖団地西道路改良工事�
�
下沖団地防火水槽設置工事�
�
重信幼稚園外壁改修工事実
施設計業務��
重信幼稚園・北吉井幼稚園耐
震診断調査業務��
教育施設耐震補強・改修計画
策定資料作成業務��
重信地区統合簡易水道牛渕・志
津川地区実施設計委託業務��
川内保育園改修工事実施設
計委託業務�
�
下沖団地造成工事�
�
北吉井幼稚園フェンス改修工事�
�
滑川生活改善センター改修工事�
�
農産物直売所さくら市場環境
整備工事��
重信地区統合簡易水道改良
工事（127工区）��
北方原沖地区防火水槽設置
工事��
川内地区統合簡易水道改良
工事（34工区）��
川内地区統合簡易水道改良
工事（31工区）��
トレーニングセンター雨漏り
改修工事��
トレーニングセンター下水道
排水設備工事��
山之内6号線橋梁補修工事�
（御所橋）�
�
山之内関屋線道路舗装工事�
�
東温市川内体育センター耐震
診断調査委託業務��
東温市立川上小学校　耐震
診断調査委託業務��
田窪地区放水路測量設計委
託業務��
国土調査現地調査用材料購
入業務�
�

L=151m、W=4.0m  �
  �
V=40ｍ3、T=25t、残地造成工  �
  �
実施設計業務　一式  �
  �
耐震診断・耐震補強計画・耐震診断評定　重信幼稚
園4棟　北吉井幼稚園2棟  �  �
各幼稚園・小学校・中学校施設の耐震補強工事と改修
工事を分離施工することを前提に概算経費を算出する。  �
  �
測量設計業務　一式  �
  �
内外部仕上げ、開口部、電気、機械設備改修  �
  �
A=2,357m2　１号擁壁L=57.7m、2号擁壁L=76.6m、
フェンス工　他  �  �
目隠しフェンス 30m、メッシュフェンス 36m、�
門扉　他　設置工事  �  �
便所、浴室、老人室天井、調理室床、外壁等改修工事
給水配管埋設替え  �  �
農産物直売所広場整備　1,557m2、�
農産物直売所増築　21.66m2  �
  �
配水管布設工φ200～φ50　L=2,622.6m  �
  �
防火水槽鋼製　40ｍ3級　1基  �
  �
配水管布設工φ150～φ50　L=1,619.5m  �
  �
送・配水管布設工φ400～φ300　L=900.0m  �
  �
雨漏り改修工事　屋根部分既存撤去、瓦棒茸・塩ビ
防水仕上げ  �  �
公共下水道接続工　一式、�
合併浄化槽解体撤去工　一式  �  �
橋梁補修工　一式（Ｌ＝85.7m）、�
橋梁塗装工　一式  �
  �
舗装整備　L=137.0m　W=4.0m　A=517m2 �
  �
耐震診断1棟　昭和56年3月建築 ＲＣ造（一部Ｓ造）
2階建 延床面積1,372m2  �  �
耐震診断2棟 S45年3月建築 RC造 2階建 延床面積
2,172m2  S47年8月建築 RC造 2階建 延床面積913m2   �
放水路実施設計 L=300+280m 自動転倒ゲート
含む　流末水路概略設計 L=0.5km 樋門調査含む  �
  �
国土調査（現地調査）に必要な材料の購入  �
  �
  

H19.11.20�
～H20.2.29��
H19.11.20�
  ～H20.2.29��
H19.10.25�
～H19.11.26��
H19.10.25�
～H20.3.31��
H19.10.25�
～H20.3.20��
H19.10.25�
～H20.2.29��
H19.10.25�
～H20.2.29��
H19.10.26�
～H20.1.30��
H19.11.2�
～H19.11.30��
H19.11.2�
～H20.2.29��
H19.11.2�
～H19.12.10��
H19.11.9�
～H20.3.17��
H19.11.9�
～H20.3.25��
H19.11.28�
～H20.3.14��
H19.11.9�
～H20.3.7��

H19.11.16�
～H20.2.29��
H19.11.16�
  ～H20.2.29��
H19.11.16�
～H20.3.24��
H19.11.16�
～H20.1.31��
H19.11.15�
～H20.2.29��
H19.11.15�
～H20.3.31��
H19.11.15�
～H20.2.25��
H19.11.15�
～H20.1.25

10/24

10/31

11/7

11/14

入札日� 場　所� 税込落札金額�工　期�工事（業務）名� 落札業者�

※なお、記載内容については、工期等の変更が行われる場合があります。�

（平成19年10月24日～11月14日分）�

医
療
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
研
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�
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参
加
参
加
し
ま
せ
ん
か
�

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
�

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
�

開催時期� 研修場所�

愛媛大学�
医学部�
附属病院�
（看護学科）�

�

1回目�
初級コース�
医療ボランテ
ィアの基礎�

平成20年
2月3日�

２回目�
中級コース�
災害ボランティ
ア活動の基礎Ⅰ�

平成20年
6月頃�

3回目�
上級コース�
災害時支援ボ
ランティア活
動の基礎Ⅱ�

平成20年
6月頃�

研修内容�
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　11月9日、重信中学校の体育館で3年生の総合学習
の一環として「外国人と交流しよう」というイベン
トが開催されました。外国人と交流する講座を受講
している生徒が自ら企画・運営したもので、中学3年
生217名が参加。東温市国際交流サロンの協力のもと、
世界各国から集まった外国人7名は自己紹介と出身国
の紹介をしたあと、クラス対抗の勝ち抜き縄跳び大
会を行って国を越えた交流を楽しんでいました。�
�
�

　秋の全国火災予防週間中の11月11日、市内一斉に
防火デー行事が行われました。この行事は、火災が
発生しやすくなる時季を迎え、住民一人ひとりに火
災予防の一層の普及と火災の発生防止を呼びかける
もので、非常召集のサイレンで各分団から集合した
消防団員は、防火パレードを行ったあと、地域の防
火水槽や消火栓を点検しながら火災予防の大切さを
呼びかけていました。�

　川内中学校体育館で11日14日、市内の小中学生が
合唱や合奏を発表する東温市音楽会が開かれました。
この音楽会は、日頃の取り組みの成果を発表し合い、
音楽を通じて他校との交流を図るのが目的で毎年行
われており、今回で4回目の開催となります。保護者
や地域の人々もたくさん詰めかけた会場は満席となり、
息のあった合唱や心に残る合奏に盛んな拍手が送ら
れていました。�

　11月9日、人権の大切さをもっと身近に知っても
らおうと老人保健施設・長安で人権擁護委員会とひ
よこの会を迎えた交流会と人権相談が開催されました。
人権相談の前に行われた交流会では、ステージにギ
ターやドラムなどがセットされ、ボランティア・グ
ループ、ひよこの会の皆さんのクイズを交えた懐か
しい歌や演奏が披露され、利用者の方も入り混じって、
交流の輪を広げていました。�

人権の輪を広げよう�
交流会と人権相談�

火災の発生に備えて�
秋の防火デー�

美しい音色に拍手喝采�
東温市音楽会�

息を合わせて　ジャンプ！�
外国人と交流しよう�
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　11月19日、皿ヶ峰林道沿いに上林ささゆり緑の
少年隊の隊員が、山々の緑を守ろうと願いを込めて、
記念植樹を行いました。上林ささゆり緑の少年隊は、
緑を愛し緑を守り育てる心豊かな人間性を育成する
ことを目的に植樹活動を続けてきました。この日は、
市議会議員9名も同行し、松山流域森林組合の職員の
指導のもと手際よくもみじを植樹。植樹が終わると、
しっかり根付くようにとの願いを込めて、協力しな
がら記念プレートを取り付けていました。�

　優れた芸術に触れることで豊かな感性を育てようと、
11月20日、川上小学校で「えひめこども文化体験劇
場」が開かれました。観客と同じ目線になるよう作
られた舞台では、大阪を拠点に活躍する劇団キオに
よる「卵をとるのはだあれ？」と題した劇が行われ、
児童と保護者約580名が参加しました。舞台から鮮
やかな衣装に包まれた役者たちが次々と現れると、
割れんばかりの拍手を送っていました。�

　11月21日、中央公民館大ホールで社会福祉大会が
開催され、民生委員や地域住民ら約350名が地域福
祉活動に理解を深めました。大会では、　須賀市長が
「地域の福祉を支えるため、地域の持つ力を高めまし
ょう。」と挨拶。多年にわたり地域福祉の増進のため
活躍された個人や団体の皆さんに表彰状や感謝状が
手渡されたあと、蛍翔倶楽部代表の佐川敬さんが「ひ
たぶるに愛語」と題した講演を行い、思いやりのあ
る言葉の大切さを伝えていました。�

　11日24日、市役所職員が休日を利用してボランテ
ィア清掃を行いました。今回の清掃は、100名を超
える職員が参加して、横河原の重信川河川敷と表川
沿いの市道の2つのコースに分かれて実施。草刈機に
よる雑草の刈り取りや空き缶、弁当殻などの不法投
棄されたごみを拾い集めました。職員が率先して美
化活動を行うことで、まちの美化に関心を持っても
らおうというボランティア清掃は、毎月1回、本庁舎
周辺や川内支所周辺でも行われています。�

まちの美化に関心を�

職員ボランティア清掃�

山々の緑を守る�
上林小で皿ケ峰記念植樹�

卵をとるのはだあれ？�
えひめこども文化体験劇場�

地域で支える福祉の力�
東温市社会福祉大会�
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　11月25日、地域のプロスポーツを活用した地域活
性化方策について、様々な視点から意見交換を行い、
地域とプロスポーツ団体の連携を図っていこうとい
う「地域密着型スポーツフォーラム」が開催されま
した。�
　当日は、午前10時から市役所大会議室でベガルタ
仙台市民後援会の佐々木理事長をお招きして「スポ
ーツを核とした元気な地域づくり」と題したセミナ
ーが行われ、市内外から多くサポーターや関係者が
出席しました。セミナーでは、佐々木理事長が仙台
での実例を紹介しながら「チームの活躍は住民に夢
を与え、チームは住民の共通の話題、地域の誇りに
なる。不可能と思えることでもいろんなやり方で可
能になる。」と地元関係者の発奮に期待していました。
　また、プロスポーツに触れ合うことを目的に午前
11時からジョイグリーンのフットサルコートで開か
れたサッカー教室では、参加した子どもたちが愛媛
ＦＣのプロのコーチ陣やプロ選手から直接、基本技
術の指導を受け、プロスポーツとの交流を通して、
有意義な時間を過ごしていました。�
　子どもたちの夢を育んだ、このフォーラムがきっ
かけとなり、将来スタジアムを沸かせる選手の誕生
もあるかもしれません。�
�

スポーツを核として元気に�
地域密着型スポーツフォーラム�

　最近、健康に対する意識の高まりに伴って、「自
分の健康は自分で守る」といった生活習慣病の予防
やメタボリックに対する関心が高まってきています。
11月25日、市民の皆さんに健康への関心を高めて病
気の発生や悪化の予防を目的とした「東温市健康フ
ォーラム2007」が田窪のＪＡ重信支所で開催されま
した。�
　今回で2回目となるフォーラムは、東温市医師会、
東温市歯科医師会、国立病院機構愛媛病院、東温市
が共同で企画したものです。�
　日々の健康を支える口腔の働きや疾患や障害があ
っても、できるだけ口から食べる機能を維持するこ
とが健康にとっていかに大切であるかについて講演
された「口から食べることの大切さ」と題したシン
ポジウムでは、参加者との熱心な質疑応答が繰り広
げられていました。�
　フォーラムでは、このほかにも歯科健診やフッ素
塗布、メタボリック症候群判定のための身体測定な
どのコーナーにたくさんの人が訪れ、健康への意識
の高さをうかがわせていました。また、会場では、
ＡＥＤの使い方や窒息時の対応の仕方を説明する救
急救命実技体験や救急車内見学なども行われ、参加
者は興味深く見入っていました。�
�

口から食べることの大切さ�
東温市健康フォーラム２００７�
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　新エネルギーとは何か、なぜ必要なのかを理解し
てもらうための「新エネルギー教室」が、11月29日、
西谷小学校で開かれました。教室では、地球温暖化
問題やいろいろな新エネルギーについてわかりやす
く解説する「新エネルギー勉強会」と「新エネルギ
ービデオ」の鑑賞が行われたあと、一人ひとりが工
夫を凝らして風車の羽根を作り、うちわであおいで
起こしたエネルギーを原動力にしたミニカーの走行
距離を競い合いました。�

　人権週間を前にした12月2日、中央公民館大ホー
ルで人権を語る集いが作家の落合恵子さんをお招き
して開催されました。これは、人権を身近なものと
して考え、再認識する契機として毎年開かれている
ものです。講演では、落合さんが、「生命の感受性」
と題して、さまざまな場面での人権の大切さについて、
自身の体験や詩の朗読なども交えながら会場の参加
者に熱心に語りかけていました。�

　12月5日、横河原の河川敷でたばこ組合がボラン
ティア清掃を行いました。おそろいのエプロンを身
に着けた参加者は午後1時に河川敷に集合し、弁当殻
やペットボトル、空き缶などを分別しながら、約１時
間にわたり地道に拾い集め、あたり一面はきれいに
なりましたが、それと同時に、「何故、毎回こんなに
ごみが落ちているのだろう？」「きちんと分別すれば
資源になるのに…」という声が多く聞こえていました。�

　12月12日、川内中学校が、第8回環境美化教育優
良校等表彰「リサイクル活動部門」の優秀校として
表彰されました。これは、生徒会の発案で始まった
アルミ缶の回収活動が認められたもので、今年度の
表彰は、県内で川内中学校のみの快挙となっていま
す。生徒会では毎年、中学校と川内郵便局に置かれ
た回収箱で集められた空き缶の収益金で市内の福祉
施設などへ車椅子を贈呈しています。�

地道な活動で地域に貢献�

たばこ組合ボランティア清掃�

アルミ缶で車椅子を贈る�

川内中学校が環境美化教育優秀校�

回して！回して！�
新エネルギー教室�

命の大切さを考える�
人権を語る集い�
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）
家
に
あ

る
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
も
可�

○
協
力
会
員
さ
ん
紹
介
⑦�

今
回
は
登
録
さ
れ
て
半
年
の

サ
ポ
ー
ト
さ
ん
で
す
が
、
お

子
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
が
と

て
も
上
手
で
、「
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
・
親
子
遊
び
の
広
場
」

で
は
、
準
備
の
お
手
伝
い
や

子
ど
も
さ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大

好
き
な
、
と
て
も
頼
も
し
い

サ
ポ
ー
ト
さ
ん
の
紹
介
で
す
。�

・
矢
内
　
貴
子
さ
ん�

暇
を
持
て
余
し
て
い
た
私
に
、

友
達
か
ら
「
広
報
に
で
て
い

る
子
育
て
支
援
に
参
加
し
て

み
た
ら
」
と
薦
め
ら
れ
た
の

が
、
協
力
会
員
に
な
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
孫
と
同
じ
位

の
可
愛
ら
し
い
お
子
さ
ん
達

と
接
し
て
い
る
と
、
自
然
に

笑
顔
に
な
り
と
て
も
癒
さ
れ

ま
す
。
安
全
に
心
掛
け
て
、

「
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
」「
楽

し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

・
石
田
　
和
美
さ
ん�

小
さ
い
お
子
さ
ん
と
接
す
る

機
会
や
、
若
い
お
母
さ
ん
の

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
登
録
を
し
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
さ

ん
に
毎
回
パ
ワ
ー
を
貰
っ
て

い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
達

と
「
子
育
て
遊
び
」
の
準
備

で
折
り
紙
や
工
作
の
お
手
伝

い
を
す
る
の
も
楽
し
く
て
、

童
心
に
返
り
な
が
ら
活
動
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。�

市役所からのお知らせ�

960-5003�
　こども館の1月の行事をお知らせします。�
●親子で楽しむお話し会�
　幼児と保護者を対象とした絵本の朗読を
次のとおり行います。お気軽にご参加ください。�
�
　1月16日（水）　11時～11時30分�
　場所　いわがらこども館　1階　図書室�

協力会員�
矢内　貴子さん�

協力会員�
石田　和美さん�
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災害に備えて
“いざ”とい

うときの連絡
先�

����

道
路
除
雪
作
業
に
つ
い
て�

�

　
今
年
も
積
雪
の
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。�

　
積
雪
に
よ
る
交
通
障
害
が
起

き
た
場
合
、
市
道
の
除
雪
作
業

は
幹
線
道
路
・
重
要
路
線
か
ら

行
い
ま
す
が
、
時
間
的
制
約
等

か
ら
全
て
の
道
路
ま
で
手
が
届

か
な
い
の
が
実
情
で
す
。
支
線

道
路
・
生
活
道
路
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。�

　
市
で
は
道
路
除
雪
の
計
画
を

立
て
て
、
通
行
の
確
保
と
安
全

を
図
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　�○
幹
線
道
路
・
重
要
道
路�

除
雪
は
バ
ス
路
線
・
桜
花
苑
・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
順
で
行
い
ま

す
。�

○
支
線
道
路
・
生
活
道
路�

全
て
の
道
路
を
除
雪
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、
市
民
パ

ワ
ー
に
よ
る
除
雪
と
チ
ェ
ー

ン
や
冬
用
タ
イ
ヤ
の
装
備
を

お
願
い
し
ま
す
。�

○
融
雪
剤�

市
役
所
・
川
内
支
所
及
び
積

雪
地
域
の
公
民
館
（
集
会
所
）

に
は
融
雪
剤
（
凍
結
防
止
や

融
雪
に
効
果
が
あ
り
ま
す
）

を
配
備
し
ま
す
の
で
、
散
布

作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

○
お
願
い�

①
自
動
車
に
は
チ
ェ
ー
ン
や
冬

用
タ
イ
ヤ
で
の
対
応
が
基
本

で
す
。�

②
足
元
は
す
べ
り
に
く
い
履
物

で
除
雪
作
業
は
十
分
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。�

③
除
雪
作
業
の
障
害
に
な
ら
な

い
よ
う
路
上
駐
車
や
道
路
に

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

④
積
雪
に
よ
る
倒
木
は
通
行
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
除
伐
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
の
た
め
市
に
お

い
て
処
理
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

○
問
い
合
せ
先�

　
建
設
課�

　（
　
９
６
４
・
４
４
１
３
）�

�
����

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
（
第
8
回
）
に

つ
い
て�

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
（
第
８
回
）
の
請

求
期
限
は
、
平
成
２０
年
３
月
３１

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。�

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
で

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
、

国
債
の
償
還
が
終
了
し
た
方
で

弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給

要
件
・
請
求
期
間
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

�

○
問
い
合
せ
・
相
談
窓
口�

　
介
護
福
祉
課�

　（
　
９
６
４
・
４
４
１
１
）�

���

�恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制

抑
留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ
�

　
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け

て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、

ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留

さ
れ
た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦

以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
ら
れ

て
こ
ら
れ
た
方
の
「
ご
本
人
」に
、

あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を
表
す

た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。�

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
等
を
受
け
た
方
、
書
状
を

受
け
る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
請
求
さ
れ
て
い
な

い
方
も
対
象
で
す
。�

�

・
請
求
書
は
、
介
護
福
祉
課
及

び
川
内
支
所
の
窓
口
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。�

・
請
求
期
間
は
、
平
成
１９
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
２１
年
３
月

３１
日
ま
で
で
す
。�

　�○
問
い
合
せ
先�

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３�

月
〜
金
（
土
日
祝
休
）
　�

９
時
１５
分
〜
１７
時
１５
分�

�

六価クロム地下水モニタリング調査結果�
（１１月１２日採水分）�

　牛渕地区六価クロムの地下水等モニタリン
グ調査地点（６か所）のうち、１地点の観測
用井戸で環境基準値（0.05mg／�以下）を超
える値（0.0６mg／�）が検出されました。な
お、周辺に常用的な飲用井戸もなく、人の健
康等への影響を及ぼすおそれはありません。�

　生活環境課　　９６４－４４１５�

生活環境課からお知らせです�
平成19年11月分  東温消防救急出場件数�

一般負傷�
8件（9％）�

交通事故�
14件�
（15％）�

転院搬送�
14件�
（15％）�

運動競技2件�
（2％）�

急病�
56件�

（59％）�
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東温市災害
対策本部（設

置時） ９６４－４４００
�

東温市役所
  危機管理室

 ９６４－４４００
�

東温市役所（
代表） 　９６４

－２００１ 　　 ９
６４－１６０９

�

東温市消防
署　    ９６４

－５２１０ 　　 ９
６４－５５０３

�

　災害が発
生し、また

は発生する
恐れのある

場合、

市役所総務
課内に災害

対策本部が
設置されま

す。�
災害に備えて

“いざ”とい
うときの連絡

先�

災害に備えて
“いざ”とい

うときの連絡
先�

����

消
費
期
限
と
賞
味
期
限
の�

違
い
っ
て
何
？��

　
最
近
、
消
費
期
限
や
賞
味
期

限
切
れ
の
原
材
料
を
使
用
し
て
、

商
品
を
製
造
し
た
り
、
販
売
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
こ
の
『
消
費
期
限
・
賞
味
期

限
』
、
よ
く
見
聞
き
し
ま
す
が
、

こ
の
日
付
は
「
未
開
封
」
で
「
表

示
さ
れ
た
保
存
方
法
」
で
保
存

し
た
場
合
の
期
限
で
す
。
『
消

費
・
賞
味
』
の
違
い
に
つ
い
て

再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

�
○
消
費
期
限�

「
い
つ
ま
で
安
全
に
食
べ
ら

れ
る
か
」
を
示
し
た
も
の
で
、

劣
化
し
や
す
く
、
製
造
日
を

含
め
て
概
ね
５
日
以
内
で
品

質
が
急
速
に
劣
化
す
る
食
品

に
表
示
す
る
期
限
の
こ
と
で

す
。�

○
賞
味
期
限�

「
い
つ
ま
で
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
か
」
の
目
安
を
示
し

た
も
の
で
、『
消
費
期
限
』
に

比
べ
、
品
質
が
比
較
的
劣
化

し
に
く
い
食
品
に
表
示
す
る

期
限
で
す
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

即
席
め
ん
類
、
牛
乳
、
乳
製

品
、
缶
詰
な
ど
が
対
象
で
す
。�

�

※１月１日～３日は全ての収集を休みます。�
※１月１４日の「燃やすごみ」は平常どおり収集します。�

重
信
地
区
�

地 区 �

樋 口 �
横河原・八反地�
田 窪 �
志津川（八反地を除く）�
見 奈 良 �
田 窪 団 地 �
牛 渕 団 地 �
下 林 �
上 村 �
上記以外の地区�

粗大ごみ�蛍光灯・鏡�ペットボトル、プラスチック類 �
その他燃やさないごみ�

空き缶・金属類 �
びん・ガラス類 �

１３日　２７日� ２０日�  ６ 日�

 ６ 日�
１３日　２７日�

１３日　２７日� ６日　２０日�

６日　２０日�

 ６ 日�

 ６ 日�

６日　２０日�
２０日 ２３日�

２０日　２３日�

２０日�
２３日�

２０日� ６日� ６・１３・２０・２７日�
２３日�  ６ 日�

 ６ 日　２０日�

1月　不燃物収集日程表�

川
内
地
区
�

ペットボトル�
プラスチック類 �地 区 �

東谷・西谷・土谷・
滑川・奥松瀬川�
北方東・北方西・
南方東・南方西�
町東・町西・前松
瀬川・横灘団地�

びん・ガラス類
蛍 光 灯・鏡 �空き缶・金属類�

８日　２２日�

９日　２３日�

７日　２４日�

その他燃やさな
いごみ・粗大ごみ�

２４日�

２２日�

２３日�

２８日�

２９日�

３０日�

１７日�

１８日�

１６日�

総務部�
総務課 ９６４－４４００�
企画財政課 ９６４－４４０１�
税務課 ９６４－４４０３�
市民課 ９６４－４４０４�
川内支所（代表） ９６６－２２２２�
保健福祉部�
社会福祉課 ９６４－４４０６�
介護福祉課 ９６４－４４１１�
健康推進課 ９６４－４４０７�
川内健康センター ９６６－２１９１�
保険年金課 ９６４－４４０８�
生活環境課 ９６４－４４１５�
産業建設部�
農林振興課 ９６４－４４０９�
産業創出課 ９６４－４４１４�
都市計画課 ９６４－４４１２�
建設課 ９６４－４４１３�
国土調査課 ９６６－２１９０�
下水道課 ９６４－４４１７�
会計課 ９６４－４４０２�
公営企業局�
水道課 ９６４－４４１６�
教育委員会事務局�
学校教育課 ９６４－４４２０�
生涯学習課 ９６４－１５００�
中央公民館（代表） ９６４－１５００�
川内公民館（代表） ９６６－４７２１�
図書館 ９６４－３４１４�
　〃　（川内分館） ９６６－４７２１�
歴史民俗資料館 ９６４－０７０１�
東温市学校給食センタ－ ９６６－６３２２�
農業委員会事務局 ９６４－４４１０�
監査事務局 ９６４－４４１９�
議会事務局 ９６４－４４２２�
東温市消防署 ９６４－５２１０�
さくらの湯 ９６０－６５１１�

市役所（本庁）�
　１階 ９６４－４４４６�
　２階 ９６４－４４４７�
　４階 ９６４－４４４９�
　５階 ９６０－５１８６�
川内支所 ９６６－５６７９�

（代表）　 ９６４－２００１�

（代表）　９６４－１６０９�

市役所からのお知らせ�


